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第 250回産業セミナー

「なんつねの経営戦略」

南　　　常　之 
株式会社なんつね　代表取締役社長

はじめに

　なんつね の経営戦略と今後の事業展開について、2022年６月 15日に開催された関西大学

経済・政治研究所・第 250回産業セミナーにおける講演の際にお配りしたレジュメに記した。

そちらを参照いただきたい。なんつね の経営戦略の詳細については、上記セミナーの記録に

基づいて、関西大学・化学生命工学部の上田正人教授と社会安全学部の亀井克之教授が 2024

年刊行予定の本の中で１つの章として取り上げていただく予定と伺っている。

　本稿では、特に、経営者として私が何を考えているかを紹介する。

１．経営者として考えていること（１）　「為せば成る」と「なるようにしかならない」

　経営者としてどういうことを考えているのか。社長力とは皆さん、何だと思われるだろうか。

いろいろな考え方があると思うが、私は「為せば成る」の執念と「なるようにしかならない」

の開き直りのバランスだと思っている。何でもかんでも「為せば成る」だったら自分がつぶれ

てしまう。また、何でもかんでも「なるようにしかならない」だと会社がつぶれてしまう。こ

れはイーロン・マスクでも同じだと思うのだが、どこかで「なるようにしかならない」と思っ

ているところがあるはずだ。しかし、その前に、「為せば成る」のレベルが高過ぎるから、あ

そこまでの会社になっていると思う。だから、どこでバランスとるのかというのが、社長力に

なるのではないかと考える。

２．経営者として考えていること（２）　抽象度と解像度

　抽象度と解像度のバランスも非常に重要だ。例えば私の事例で言うと食肉スライサーという

抽象度から、お客さまの利益を生み出すという抽象度に上げていくと、できることが変わって

くるわけだ。商品の企画だとかエンジニアの食品製造ラインだとかというところで、抽象度が

上がると、例えば、商品の企画とかソーセージの作り方というところの解像度を上げていく必

要がある。解像度を上げるとまたアジアの連合体みたいな抽象度を上げていく。抽象度を上げ
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過ぎても何もできない人になるし、ひたすら解像度だけを上げていてもアリの目になってし

まって目の前のことしかできないというようなことになると思う。したがって、経営者という

のは、抽象度と解像度で今はどちらが重いのかなというふうに考えて、解像度が高いと思えば

抽象度を上げる時期だろうし、抽象度が高くて解像度が悪いなと思ったら解像度を高める時期

で、このようにしながら経営者は経営力を付けていくのではないかと思う。

３．経営者として考えていること（３）　顧客は誰か

　ドラッカーの考え方は本当にいいことを言っていると思う。具体的には、「顧客は誰か」「使

命は何か」「価値は何か」というようなドラッカーの主張だ。先ほど言ったように展示会のビ

ジネスの実行委員長をやっているのですが、これまでは顧客を間違えていたのではないか。今

まではお金を出している出展者が顧客だというふうに思っていた。私が実行委員長になって、

「来場者だ。来場者が集まったら勝手に出展者が集まってくるから、出展者にフォーカスする

のではなく、来場者、食品機械ユーザーにフォーカスして、彼らにどういう価値提供をするの

かを考えていこう」というふうに言った。

　こういう例は結構あるのではないかと思う。顧客を間違えていたら、経営は間違えるしかな

いので、こういうシンプルな問いは重要だと思う。

４．経営者として考えていること（４）　イノベーション

　イノベーションが日本では起きないと言われているが、イノベーションというのは、ニュー

コンビネーション（新結合）が定義で、既存のものと既存のものを掛け合わせるだけでイノベー

ションになる。あらゆるところで起きているはずだ。その芽をつぶしているのはわれわれなの

ではないかなというふうに思っている。無数にあるイノベーションをどういうふうに大きくさ

せていくか、形にしていくのかというのが、経営者の大きな仕事なのではないかなというふう

に思う。

５．結びに代えて　経営者として考えていること（５）　現状の延長線上にないゴール

　最後に、これは私が大切にしていることだが、現状の延長線上にないゴール、現状の外側にあ

るゴールということを常に考える。このまま頑張ったら５年先、10年先にこうなるなということ

が分かっていることに時間を費やしたくない。今絶対に考えられないということしか考えたくな

い。もう見えている先のために時間を費やすのはもったいないと私は思っている。現状の外側の

ゴールはどういうところにあるのか。当然、今は見えていないもの、３年後はもっとすごいもの

が見えているかもしれないけれども、少なくとも私は 10年前に見えなかった景色を今見ている。

10年間、毎年、今年ほど成長できた年はないというふうに思って十数年間生きているので、これ

を繰り返していくとさらに現状の外側にあるゴールが見えてくるのではないかと思っている。
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